
　
町
長
施
政
方
針
を
受
け
て

本
町
の
財
政
な
ら
び
に
本
年

度
の
新
規
事
業
等
を
深
掘
り
。

 

財　
政

　
　
本
町
の
歳
入
内
訳
は
、

自
主
財
源
が
64
％
、
依
存
財

源
が
36
％
。

　
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　

愛
知
県
の
平
成
30
年
度

当
初
予
算
の
概
要
に
よ
る
と
、

県
内
市
町
村
の
自
主
財
源
比

率
の
平
均
は
64
・
２
％
で
、

本
町
は
54
市
町
村
中
25
位
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
自
主
財

源
の
割
合
が
低
く
、
依
存
財

源
の
割
合
が
高
い
状
況
で
は

な
い
。

　
　
地
方
債
残
高
額
お
よ
び

財
政
調
整
基
金
残
高
額
。

　
　

平
成
30
年
度
末
地
方
債

残
高
見
込
み
額
は
、
90
億
２

１
８
１
万
４
千
円
、
財
政
調

整
基
金
の
残
高
見
込
み
額
は
、

８
億
５
２
６
３
万
７
千
円
で

あ
る
。

　
　
歳
出
の
内
訳
は
、
民
生

費
が
全
体
の
39
％
と
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
る
が
、
そ

の
背
景
お
よ
び
今
後
の
見
通

し
と
課
題
。

　
　

子
供
と
高
齢
者
の
増
加

に
よ
る
支
出
増
が
あ
げ
ら
れ

る
。

　

今
後
も
高
齢
者
の
増
加
に

よ
り
増
え
続
け
る
福
祉
関
係

需
要
に
対
し
、
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
、
受
益
者
負
担

の
原
則
か
ら
も
負
担
の
見
直

し
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　
　
性
質
別
で
は
義
務
的
経

費
が
43
％
で
、
投
資
的
経
費

は
７
％
弱
と
な
っ
て
い
る
の

は
財
政
的
に
厳
し
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　

本
町
の
実
質
赤
字
比
率

や
将
来
負
担
比
率
な
ど
の
財

務
指
標
は
国
が
定
め
た
基
準

を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

今
後
も
、
財
政
運
営
の
硬

直
化
を
招
か
な
い
よ
う
引
き

続
き
効
率
的
で
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
る
。

　
　
今
後
の
扶
助
費
や
公
債

費
の
見
通
し
。

　
ま
た
効
率
的
行
財
政
運
営

の
推
進
状
況
。

　
　

年
少
人
口
は
２
０
２
０

年
度
ま
で
は
増
加
し
、
そ
れ

以
降
は
減
少
傾
向
で
、
老
年

人
口
は
増
加
を
続
け
２
０
４

０
年
頃
に
は
30
％
程
度
と
予

測
し
て
い
る
。

　

扶
助
費
を
含
む
福
祉
関
係

経
費
は
増
加
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

　

公
債
費
は
、
平
成
35
年
度

ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
各

事
業
債
と
臨
時
財
政
対
策
債

を
毎
年
４
億
円
と
仮
定
す
る

と
、
年
度
末
未
償
還
残
高
の

ピ
ー
ク
は
平
成
32
年
度
で
95

億
５
３
０
０
万
円
、
公
債
費

の
ピ
ー
ク
は
平
成
35
年
度
で

８
億
８
０
０
万
円
と
見
込
ん

で
い
る
。

　

平
成
35
年
度
以
降
、
新
規

事
業
が
無
け
れ
ば
平
成
40
年

度
に
は
未
償
還
残
高
は
70
億

９
６
０
０
万
円
に
、
公
債
費

は
７
億
３
千
万
円
に
減
少
す

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

以
前
に
も
増
し
て
補
助
対

象
事
業
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
き
た
が
、
昨
年
度
末
に
愛

知
県
が
作
成
し
た
公
共
施
設

の
財
政
制
度
一
覧
を
活
用
し

て
補
助
対
象
事
業
を
全
職
員

で
調
査
研
究
し
予
算
化
し
て

い
く
。

 

新
規
事
業

　
　
「
阿
久
比
町
い
じ
め
問

題
専
門
委
員
会
及
び
阿
久
比

町
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。

①
条
例
制
定
の
背
景
。

②
い
じ
め
の
実
態
。

　
　

①
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
第
12
条
の
規
定
に
基
づ

き
、「
阿
久
比
町
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」
を
定
め
、
併

せ
て
付
属
機
関
と
し
て
「
阿

久
比
町
い
じ
め
問
題
専
門
委

員
会
」と「
阿
久
比
町
い
じ

め
問
題
調
査
委
員
会
」
を
条

例
に
よ
り
設
置
す
る
。

②
平
成
29
年
度
で
、
小
学
校

報
告
数
45
件
、
う
ち
解
消
数

43
件
、
中
学
校
報
告
数
44
件
、

う
ち
解
消
数
44
件
。

　

い
じ
め
の
内
容
は
、
小
学

校
で
は
、
冷
や
か
し
や
か
ら

か
い
、
悪
口
や
脅
し
文
句
、

嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
等
54

件
、
中
学
校
で
は
、
同
じ
く

48
件
。

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
概
要
と
推
進
方
法
。

　
　

７
月
２
日
か
ら
会
員
募

集
を
始
め
、
10
月
１
日
か
ら

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

「
あ
ぐ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
す
る
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
依
頼
会

員
と
援
助
会
員
を
紹
介
し
、

両
者
合
意
の
上
で
援
助
活
動

が
実
施
さ
れ
る
。

　

依
頼
会
員
か
ら
援
助
会
員

へ
町
が
定
め
る
報
酬
等
を
支

払
う
。

　
　
保
険
料
を
公
費
で
負
担

す
る
「
徘
徊
高
齢
者
個
人
賠

償
保
険
事
業
」
の
詳
細
及
び

本
町
で
の
徘
徊
等
の
状
況
。

　
　

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の

恐
れ
が
あ
る
高
齢
者
を
被
保

険
者
と
し
、
被
保
険
者
が
第

三
者
に
負
わ
せ
た
損
害
を
補

償
す
る
賠
償
責
任
保
険
に
町

が
保
険
契
約
者
と
な
っ
て
加

入
し
、
そ
の
費
用
を
負
担
す

る
。

　

高
齢
者
お
か
え
り
サ
ポ
ー

ト
事
業
登
録
者
を
対
象
と
す

る
。

　

町
に
お
け
る
徘
徊
高
齢
者

の
状
況
は
、
平
成
27
年
度
は

５
件
、
28
年
度
は
０
件
、
29

年
度
は
３
件
で
あ
っ
た
。

問答問問 答

問答問答 答

問答問答

問答

財政関係と新規事業
健全な財政運営に努める

渡辺　功  議員
（新政会）
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